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…細動窺副題報
Monthly　Report，　Observing，Section，　O．A．A．

　　　　　　　　　＊

一＿．東亜天文協es．。r．

☆流星譲METEORS（139）　流星諜長4・灘譲区（κκ。。薦砿P，e・id・nt）

　いよいよ待望の八月が來た．流星槻測の書き入れ時である．新しく閉測を開

始される方々にとっても最も好都合の時期である．凡そ，天文を煙しむものは

八月のペルセウス流星群の当年は是非ともやるべきであると主張したい．その

二丁を恣にし，襯測の醍醐味を滅喫して貰ひたV・．特に塵生ジ生徒諸君の奮起

を希望する．

　八月の主要な流星群（August　Meteors：）は，課報（138）に述べたものの
外，1 ﾟのものが活動する．
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　ペル蟹ウス漉星群の極大は八月12～13日頃であって，今年は16日に漏月がある

爲，極大に至る全期間の観測は好都合である．期間通じての出現頻度の攣化や

日肥肉化，同時観測による質経路碑糞得業射黙移動の確認，屡々出現する太

陽星の詳細なる早場等々なすべきことは多い．1

　本年度の同時凝測は下記の計書によってやることにする．

　　量目　　間　 八月7日よb13日にi’ifる7N間．

　　欝　　間　毎朝1時より3時に到る2時問．

　　灘翻竃向　地方別に適宜計書を立ててやってもらひたい。近畿班は課報（128）に依つ

　　　　　　てもらひたい．野田の班長を下記の如く委冒する．

　　　　　　　　　四國班　　香川縣三豊郡笠田村　　　　川入武正氏

　　　　　　　　　關東班　．東京市世田谷匿野澤町1　　齋藤馨児氏

　　　　　　　　．近畿班二和歌山縣有田郡金屋　　　　小棋孝二郎

伺，月末の駅者座流星群の活動期もジ新月前後になるから，襯測には最も好都
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合である，どんな突獲的な出現を見せるかも知れぬので，注意を要する．

　　　　　　　　　×　　　　　×　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　本年上八病の成蹟は槻測報告の出揃ひを挨って，綜合結果を獲表する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1943年六月26日）

表る：山月1鞭1のii蟄間の大火球　（念報第612號より）

　此の火球につV、ては，名古屋市の鈴木正名氏の観測が，急報605三二によっ

て報ぜられたが，其の後，中野緻男氏（富山），秋元二七氏（東京）の報告を三

更に鈴木正名氏の再調査を得たので，東京：方面の諸観測（東京天文墓回報222

號所載1を参酌して，極めて大ざつばではあるが，経路を指定した．中野氏の

観測は，嚢光黒占の二丁を立てるのに甚だ有力のものであった．

　印ち，獲光黒占は，富山市のや曳北方（富山轡の上室？）で，少く．とも110粁

以上であり，消滅黙は，伊豆三島の南：方海上（東緯13P度，北緯43度位）で，

高さは，10粁又はそれ以下であらうか．経路の長さは，實に500粁に及ぶもの

であると思はれる。（小話）

☆掩　　蘇i　書果’OCCULTATIONS．

　去る六月9日のレ’グルス星（αLeonis）の掩蔽（急報606に豫報）について

は，東京市の齋藤馨見氏から下の報告があった．

　　Im．潜入時刻（日本時）

　Em．出現グ　　（　〃　）

　　　観測地の経度緯度

　　　　器　　　械

田上，

　　　　　　秒　　　　　　秒
19時…　11分　　50．0　　　＝±＝　0．5

20　29　27．　±　1．　（？）

λ＝一139040／03”，　　』ψ；十35037／39”

口裡125粍反射鏡，倍牽　×120。

　　　その他の諸所では曇りのため，観測は不能であった．

　掩蔽の急報については，急報を見られよ．省，掩蔽の襯測には，時計の取り

扱かぴが肝要であるから，天界263，265號の巻頭文等を三二せられたし・掩蔽

に慣れない人々は，天界の近刊號に山本博士の“掩蔽観測法”が載る筈である

から，見られたし．

　標準時は二丁局の7時，12時，’19時，22時1の報痔を採るのが宜：いが，七月か

らは，毎時（毎日24回）の特別報時が開始される由であるから，之れを参考に

せられるが宜しい．（課長）

☆選i　星　課　COMETS．

　1943　a（ア転ント蓑星）について，獲見者S．Ar雛d氏が，．コペンハiゲンへ

報告した手紙（1．A．　U．　C．944）によれば，「去る三月29．0日にユクルのアスト

ログラフで40分間の曝爲で1942f（ホイプル・フ．トケ）彗墨を撮影した乾板を

調査中に，19弓2f星のすぐ近くに，この彗星を二見した．自Pち，13等級の星霧

撒で，核を有し，尾をもつてみない．乾板ではこの彗星は線を：引いたから，そ
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の中央の位置と時刻を測定した．この結果から見ると，三月28．5日には，この彗

星は醗2fと殆んど同位置に在ったととになる」と．

　この40分間の移動の中央の位置といふのが，二見電報で通知されたもので，

1943．0年の三面によれば
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　ヨ
　　　・943年胡2…534日に・｛豪緩．器・ll・雛

　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　毎日の蓮動は　　　　　　　西へ2．5，　　　南へ40ノ

となってみる．

　全く偶然の管見ではあるが，これは誠に珍しい偶然である．それとともに，

得られた記録なり，撮影された乾板なりは，目的のもの以外に，何か別の貴重

な資料を記録し撮影してみないかを，充分に検討する必要があることを教へら

れる．現に新しV・彗星が，その稜見以前に撮影された乾板に爲ってみること

も，相當に多V・のである．（1942f彗星にもこの例があったことは前回記した通

り）．また，永久に二度目はくりかへすことのない天界現象を記録しておくた

めに，特に索天カメラPatrol　Cameraといふ名で毎日毎夜の天室を撮影記録

してみる天文豊もあり，彗星や小遊星や新星や岸里などの研究に大きい貢獄を

してみる

　その他には，今までに攣った報告はない．期待されてるる第ニネウイミン彗

星，ダニエル彗星，ダレスト彗星なども未だ汐見の通知は來ない．第一シワス

マン・ワハマン星もまだ観測されぬ模様．（18・6・27・一・進）

　本課から別れて，近日中に小遊墨課といふものを創設したいと計書してみる．

詳細は第266頁を見られよ．（一清）

☆寒　隠　課SUN
　この六月は稀な天氣悪であり，叉，駅測の人々も澤山あったけれど，協同観

測の御蔭で，全歓の日は3日と6日とだけで，あとは皆何等の槻測が行はれた

ので　黒黙の模様は大艦に於いて連績的に捕へ得たのは幸であった．幅岡に観

測者が3入となったことは喜ばしV・．

　一・ケ月中，観測日が偏よつてみる場合や，掘測日数が10ケ日に漏たないやう

な場合は，“卒均”を執ることが殆んど意味が無いと思ふから，書かないことに

する．三際，綜合研究をする場合にも，（全然これを棄てるのでは，勿論ないけ

れど），こんなのは，標準相封歎へ換算するための係数kを算出することが不

可能である．観測者諸氏に御願ひしたいことは，二三を成るべく少なくして，

槻測日撒を噛して頂きたい．多くの場合に，器械力や設備に於いて劣るアマチュ

アが職業的天文家に勝つ一つの方法は，忽耐と努力とによって，‘ T測日を増す

ことである．
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